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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、MRI T2 mappingを用いて健常人における腰椎椎間関節のT2値を年齢階層別に

調査し、年齢とT2値の関連性を検討したものである。その結果、加齢に伴い腰椎椎間関節

のT2値は増加しており、年齢とT2値の間には強い正の相関関係を認めた。変性軟骨では、

コラーゲン配列の不整化と水分含有量の増加を反映してT2値は増加するが、健常人であっ

ても加齢に伴う軟骨変性は生じることから、T2値は年齢階層別に異なることが明らかとな

った。本研究で算出した健常人腰椎椎間関節の年齢階層別T2値は、今後のT2 mappingを用

いた研究において基準値となりうることを示唆したものであり、明らかに学術水準を高め

たものと認める。 


